
5

問
もんだい

題 7　社
しゃかいふくしほう

会福祉法に基
もと

づく，都
とどうふけん

道府県や市
しちょうそん

町村において地
ちいきふくし

域福祉の推
すいしん

進を図
はか

るこ

とを目
もくてき

的とする団
だんたい

体として，正
ただ

しいものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　特
とくていひえいりかつどうほうじん

定非営利活動法人（ＮＰＯ法
ほうじん

人）

2　隣
りんぽかん

保館

3　地
ちいきほうかつしえん

域包括支援センター

4　基
きかんそうだんしえん

幹相談支援センター

5　社
しゃかいふくしきょうぎかい

会福祉協議会

問
もんだい

題 8　近
きんねん

年，人
ひと

と人
ひと

，人
ひと

と社
しゃかい

会とがつながり，一
ひとり

人ひとりが生
い

きがいや役
やくわり

割をも

ち，助
たす

け合
あ

いながら暮
く

らしていくことのできる，包
ほうせつてき

摂的なコミュニティ，地
ちいき

域や社
しゃ

 

会
かい

を創
つく

るという考
かんが

え方
かた

が示
しめ

されている。この考
かんが

え方
かた

を表
あらわ

すものとして，最
もっと

も適
てき

切
せつ

なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　ナショナルミニマム（national minimum）

2　バリアフリー社
しゃかい

会

3　介
かいご

護の社
しゃかいか

会化

4　生
しょうがいげんえきしゃかい

涯現役社会

5　地
ちいききょうせいしゃかい

域共生社会

社
しゃかい

会の理
り か い

解
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問
もんだい

題 9　我
わ

が国
くに

の社
しゃかいほしょうせいど

会保障制度の基
きほん

本となる，1950 年
ねん

（昭
しょうわ

和 25 年
ねん

）の社
しゃかいほしょうせいど

会保障制度 

審
しんぎかい

議会による「社
しゃかいほしょうせいど

会保障制度に関
かん

する勧
かんこく

告」の内
ないよう

容として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ

選
えら

びなさい。

1　生
せいかつこんきゅうしゃじりつしえんほう

活困窮者自立支援法の制
せいてい

定の提
ていげん

言

2　社
しゃかいほしょうせいど

会保障制度を，社
しゃかいほけん

会保険，国
こっかふじょ

家扶助，公
こうしゅうえいせいおよ

衆衛生及び医
いりょう

療，社
しゃかいふくし

会福祉で構
こうせい

成

3　介
かいごほけんせいど

護保険制度の創
そうせつ

設の提
ていげん

言

4　保
ほいくしょ

育所の待
たいきじどう

機児童ゼロ作
さくせん

戦の提
ていげん

言

5　介
かいごぶんや

護分野におけるＩＣＴ等
とう

の活
かつよう

用とビッグデータの整
せいび

備

問
もんだい

題 10　Ｅさん（75 歳
さい

，女
じょせい

性，要
ようかいご

介護 2）は，訪
ほうもんかいご

問介護（ホームヘルプサービス）を

利
りよう

用している。最
さいきん

近，Ｅさんの認
にんちしょう

知症（dementia）が進
しんこう

行して，家
いえ

での介
かいご

護が困
こんなん

難

になり，介
かいごろうじんふくししせつ

護老人福祉施設の申
もうしこ

込みをすることにした。家
かぞく

族が訪
ほうもんかいごいん

問介護員（ホーム

ヘルパー）に相
そうだん

談したところ，まだ要
ようかいごにんてい

介護認定の有
ゆうこうきかん

効期間が残
のこ

っていたが，要
ようかいご

介護 

状
じょうたいくぶん

態区分の変
へんこう

更の申
しんせい

請ができることがわかった。

家
かぞく

族が区
くぶんへんこう

分変更するときの申
しんせいさき

請先として，正
ただ

しいものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　介
かいごほけん

護保険の保
ほけんじゃ

険者

2　後
こうきこうれいしゃいりょうこういきれんごう

期高齢者医療広域連合

3　介
かいごほけんしんさかい

護保険審査会

4　国
こくみんけんこうほけんだんたいれんごうかい

民健康保険団体連合会

5　運
うんえいてきせいかいいんかい

営適正化委員会
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問
もんだい

題 11　Ｆさん（19 歳
さい

，女
じょせい

性，身
しんたいしょうがいしゃてちょう

体障害者手帳 2 級
きゅう

）は，先
せんてんせい

天性の聴
ちょうかくしょうがい

覚障害があ

る。Ｆさんは大
だいがくせい

学生で，授
じゅぎょう

業のときは手
しゅわつうやくしゃ

話通訳者が配
はいち

置されている。Ｆさんは筆
ひっ

 

記
き

による定
ていきしけん

期試験を受
う

けることになり，試
しけんじっし

験実施に関
かん

する配
はいりょ

慮を大
だいがく

学に申
もう

し出
で

た。

次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，Ｆさんの申
もう

し出
で

を踏
ふ

まえた合
ごうりてきはいりょ

理的配慮として，最
もっと

も適
てきせつ

切なも

のを 1 つ選
えら

びなさい。

1　受
じゅけんじかん

験時間を延
えんちょう

長する。

2　試
しけんもんだい

験問題の文
も じ

字を拡
かくだい

大する。

3　テキストの持
も

ち込
こ

みを許
きょか

可する。

4　試
しけんかんとくしゃ

験監督者が口
こうとう

頭で説
せつめい

明する内
ないよう

容を書
しょめん

面で渡
わた

す。

5　問
もんだい

題を読
よ

み上
あ

げる。

問
もんだい

題 12　我
わ

が国
くに

の「障
しょうがいしゃけんりじょうやく

害者権利条約」の批
ひじゅん

准（2014 年
ねん

（平
へいせい

成 26 年
ねん

））に向
む

けて行
おこな

われ

た，障
しょうがいしゃきほんほう

害者基本法の改
かいせい

正（2011 年
ねん

（平
へいせい

成 23 年
ねん

））で新
あら

たに法
ほうりつじょう

律上に規
きてい

定されたもの

として，適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　自
じりつしえんいりょう

立支援医療（精
せいしんつういんいりょう

神通院医療）の開
かいし

始

2　共
きょうどうせいかつえんじょ

同生活援助（グループホーム）の制
せ い ど か

度化

3　成
せいねんこうけんせいど

年後見制度の創
そうせつ

設

4　社
しゃかいてきしょうへき

会的障壁の除
じょきょ

去

5　東
とうきょう

京 2020 パラリンピック競
きょうぎたいかい

技大会の開
かいさい

催

（注
ちゅう

）　「障
しょうがいしゃけんりじょうやく

害者権利条約」とは，国
こくさいれんごう

際連合の「障
しょうがいしゃ

害者の権
けんり

利に関
かん

する条
じょうやく

約」のことで

ある。
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問
もんだい

題 13　次
つぎ

のうち，「障
しょうがいしゃそうごうしえんほう

害者総合支援法」の介
かいごきゅうふ

護給付を利
りよう

用するときに，利
りようしゃ

用者が最
さい

 

初
しょ

に市
しちょうそん

町村に行
おこな

う手
てつづ

続きとして，適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　支
しきゅうしんせい

給申請

2　認
にんていちょうさ

定調査

3　審
しんさかい

査会の開
かいさい

催

4　障
しょうがいしえんくぶん

害支援区分の認
にんてい

定

5　サービス等
とうりようけいかく

利用計画の作
さくせい

成

（注
ちゅう

）　「障
しょうがいしゃそうごうしえんほう

害者総合支援法」とは，「障
しょうがいしゃ

害者の日
にちじょうせいかつおよ

常生活及び社
しゃかいせいかつ

会生活を総
そうごうてき

合的に支
しえん

援

するための法
ほうりつ

律」のことである。

問
もんだい

題 14　「障
しょうがいしゃそうごうしえんほう

害者総合支援法」の居
きょたくかいご

宅介護を利
りよう

用したときの利
りようしゃふたん

用者負担の考
かんが

え方
かた

と

して，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　利
りよう

用したサービスの種
しゅるい

類や量
りょう

に応
おう

じて負
ふたん

担する。

2　利
りようしゃ

用者の負
ふたんのうりょく

担能力に応
おう

じて負
ふたん

担する。

3　利
りよう

用したサービス費
ひよう

用の一
いってい

定の割
わりあい

合を負
ふたん

担する。

4　利
りよう

用したサービス費
ひよう

用の全
ぜんがく

額を負
ふたん

担する。

5　利
りようしゃ

用者は負
ふたん

担しない。

（注
ちゅう

）　「障
しょうがいしゃそうごうしえんほう

害者総合支援法」とは，「障
しょうがいしゃ

害者の日
にちじょうせいかつおよ

常生活及び社
しゃかいせいかつ

会生活を総
そうごうてき

合的に支
しえん

援

するための法
ほうりつ

律」のことである。



9

問
もんだい

題 15　「個
こじんじょうほうほごほう

人情報保護法」に基
もと

づくプライバシー保
ほ ご

護に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，

最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　電
でんじてききろく

磁的記録は，個
こじんじょうほう

人情報には含
ふく

まれない。

2　マイナンバーなどの個
こじんしきべつふごう

人識別符号は，個
こじんじょうほう

人情報ではない。

3　施
しせつしょくいん

設職員は，実
じっしゅうせい

習生に利
りようしゃ

用者の生
せいかつれき

活歴などを教
おし

えることは一
いっさい

切できない。

4　個
こじんじょうほう

人情報を第
だいさんしゃ

三者に提
ていきょう

供するときは，原
げんそく

則として本
ほんにん

人の同
どうい

意が必
ひつよう

要である。

5　自
じちかいちょう

治会長は，本
ほんにん

人の同
どうい

意がなくても個
こじんじょうほう

人情報を入
にゅうしゅ

手できる。

（注
ちゅう

）　「個
こじんじょうほうほごほう

人情報保護法」とは，「個
こじんじょうほう

人情報の保
ほ ご

護に関
かん

する法
ほうりつ

律」のことである。

問
もんだい

題 16　「高
こうれいしゃぎゃくたいぼうしほう

齢者虐待防止法」に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　虐
ぎゃくたい

待が起
お

こる場
ば

として，家
かてい

庭，施
しせつ

設，病
びょういん

院の 3つが規
きてい

定されている。

2　対
たいしょう

象は，介
かいごほけんせいど

護保険制度の施
しせつ

設サービス利
りようしゃ

用者とされている。

3　徘
はいかい

徊しないように車
くるま

いすに固
こてい

定することは，身
しんたいこうそく

体拘束には当
あ

たらない。

4　虐
ぎゃくたい

待を発
はっけん

見した養
ようかいごしせつじゅうじしゃ

介護施設従事者には，通
つうほう

報する義
ぎ む

務がある。

5　虐
ぎゃくたい

待の認
にんてい

定は，警
けいさつしょちょう

察署長が行
おこな

う。

（注
ちゅう

）　「高
こうれいしゃぎゃくたいぼうしほう

齢者虐待防止法」とは，「高
こうれいしゃぎゃくたい

齢者虐待の防
ぼうし

止，高
こうれいしゃ

齢者の養
ようごしゃ

護者に対
たい

する支
しえん

援 

等
とう

に関
かん

する法
ほうりつ

律」のことである。



10

問
もんだい

題 17　発
はったつしょうがい

達障害のＧさん（38 歳
さい

，男
だんせい

性）は，高
こうこうせい

校生の頃
ころ

に不
ふとうこう

登校になり，ずっと

アルバイトをしながら，統
とうごうしっちょうしょう

合失調症（schizophrenia）の母
ははおや

親（65 歳
さい

，精
せいしんほけんふくし

神保健福祉 

手
てちょう

帳 2 級
きゅう

）を介
かいご

護してきた。母
ははおや

親に認
にんちしょう

知症（dementia）が疑
うたが

われるようになったが，

これからも二
ふたり

人で暮
く

らし続
つづ

けたいと考
かんが

えたＧさんは，相
そうだんしえんじぎょうしょ

談支援事業所の介
かいごふくし

護福祉 

職
しょく

に相
そうだん

談した。

Ｇさんに対
たい

する介
かいごふくししょく

護福祉職の助
じょげん

言として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　地
ちいきほうかつしえん

域包括支援センターで，介
かいごほけん

護保険サービスの情
じょうほう

報を得
え

ることを勧
すす

める。

2　Ｇさんが正
せいき

規に雇
こよう

用されるように，ハローワークに相
そうだん

談に行
い

くことを勧
すす

める。

3　Ｇさんの発
はったつしょうがい

達障害について，クリニックで適
てきせつ

切な治
ちりょう

療を受
う

けることを勧
すす

める。

4　母
ははおや

親に，介
かいごろうじんふくししせつ

護老人福祉施設を紹
しょうかい

介する。

5　母
ははおや

親に，精
せいしんかびょういん

神科病院への入
にゅういん

院を勧
すす

める。

問
もんだい

題 18　生
せいかつこんきゅうしゃじりつしえんほう

活困窮者自立支援法に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びな

さい。

1　最
さいていげんど

低限度の生
せいかつ

活が維
い じ

持できなくなるおそれのある者
もの

が対
たいしょう

象になる。

2　自
じりつ

立を図
はか

るために，就
しゅうろうじりつきゅうふきん

労自立給付金が支
しきゅう

給される。

3　疾
しっぺい

病がある者
もの

には，医
いりょうひ

療費が支
しきゅう

給される。

4　子
こ

どもへの学
がくしゅうしえん

習支援は，必
ひっすじぎょう

須事業とされている。

5　最
さいしゅうてき

終的な，「第
だい

3 のセーフティーネット」と位
い ち

置づけられている。


